
～支え合う地域を目指して～

生活支援体制整備事業に関する

取組について
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桑名市地域包括ケアシステム推進協議会

2022年11月29日

桑名市社会福祉協議会 伊藤 泰弘



【8期】 桑名市の「生活支援体制整備事業」の基本的な方針

連携・協働

「協議体」の取組みを推進
（自治会連合会、地区社会福祉協議会、
介護事業所で開催する運営推進会議等）

地域において
情報共有・連携・課題解決
をするためのネットワーク

東部 西部 南部 北部東 北部西

⇒ 生活支援の担い手の養成、サービスの創出
⇒ 関係者のネットワーク化
⇒ ニーズとサービスのマッチング
⇒ 地域の課題を地域で考える仕組みつくり 等

食生活改善推進員

シルバー人材センター

民間事業者

民生委員児童委員
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役

割

地区社会福祉協議会

自治会

老人クラブ
ボランティア

個人・グループ

健康推進員

２層の生活支援コーディネーターは各地域包括支援センターと活動を一体的に行う

1層生活支援コーディネーター

介護事業所

医療機関

連携・協働

地域住民を主体として
地域交流の機会を提供する
「通いの場」の「見える化」
・創出

地域住民を主体として
支援を必要とする者を
支援する「サポーター」
の「見える化」・創出

「通いの場」の「見える化」・創出「サポーター」の「見える化」・創出
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各圏域ごとの取り組みについて



包括支援センターと協働した東部圏域の取り組み

R3年度 R4年度移動支援 食事をテーマにした仲間づくり

＜地域課題＞

近くにスーパーが無く、買い物で困っているという
ニーズを確認

＜地域課題＞

桑名駅周辺は集合住宅が多く、またコロナ禍の為

孤食が懸念されていた

＜取り組み内容＞
東部圏域の事業所やまちづくり協議会らと協力し、

買い物支援バスを実施。利用者は全員満足と回答。

＜取り組み内容＞

食生活改善推進員、地区社会福祉協議会、配食業者らと
協力し、桑名駅周辺の住民を対象とした食事会と勉強会を

実施。参加者は全員満足と回答。

取り組みによる効果を感じ、現在は、まちづくり
協議会が主体となって移動支援を行う事となった。

現在、地区社会福祉協議会を主体とする通いの場
を創設する方向で協議を重ねている。
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東部地域包括圏域



つなぎ・つながり・支え合える
地域をめざして

桑名西高によるボランティア
イメージキャラクターの制作

買い物困難者への移動販売

高齢者の役割創出と

介護事業者の地域貢献の
仕組み

薬剤師さんの知識を地域へ

地域×薬剤師

地域×地元商店

高齢者×子ども

高校生×福祉
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西部地域包括圏域



～自己の運動習慣
人・企業・地域のつながり～

物忘れ相談会

ノルディックウォーキングをしよう‼
1、運動習慣による成人病の改善の意識付けと
自己の健康管理

2、地域住民の交流により地域活性化

3、さらなる運動意識の向上

城南地区 ノルディックウォーキング
”キートス城南”

日進地区
ノルディックウォーク

※KDBデータ 国保連合会が保険者の委託を受けて
行う各種業務を通じて管理する「特定健 診・特定保
健指導」「医療（後期高齢者医療含む）」「介護保険」
等の情報を活用し、統計情報や「個人の健康に関す
る情報」を提供
※ニーズ調査 桑名市が毎年行う地域の課題や高
齢者の方々のニーズ等のアンケート

南部地域包括圏域

相談会や交流会によるネット
ワークつくり

通いの場交流会

お互いさまささえ愛



長島北部地区でとじこもり予防に
「いきいき体操」を活用！

高齢化率

第１位 長島北部地区
第２位 長島中部地区
第３位 伊曽島地区

閉じこもりリスク者

第１位 長島北部地区
第２位 長島中部地区
第３位 伊曽島地区

高齢化率・閉じこもりリスク者
長島地区内でともに

第１位
※令和２年度桑名市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査報告書より
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北部東地域包括圏域



長島北部地区は「桑名いきいき体操」で
閉じこもりの予防が進んでいます！

大倉

小島

間々高座

千倉

下坂手

上坂
手

松
之
木

松之木

新所

西川

中川

杉江

千倉集会所
毎週水曜日 ８時～

新所（個人宅）
毎週月曜日
１５時３０分～

中川集会所
毎週水曜日
８時３０分～

八剱神社（小島集会所）
毎週木曜日 10時～

間々集会所
毎週土曜日
８時３０分～

高座集会所
毎週金曜日 ９時～
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北部東地域包括圏域



野田地区の取り組み（北部西圏域）

困りごとと協力できる人をマッチングし、地域のささえあいを実践

地域課題解決への取り組み

手伝い隊@野田

買い物支援

通いの場

スマホ相談会

健康講座
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北部西地域包括圏域



担い手の養成・サービス開発

地域課題に対する取り組みとして、今
年度は各地区で課題として上位に挙がっ
てくる「移動」と「買い物」についての課題
に対し「ささえあいドライバー養成講座」を
実施中です。

警察の方から「危険予知トレーニング」の講座を受講中⇒
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野田地区、七和地区、大和地区、深谷地区、長島地区など「まちづくり協議
会」への参画も積極的に行い、地域住民同士の、「ちょっとしたお困りごとの
支援グループ」についての取り組みなど地域課題についての支援を実施。



連携・関係者のネットワーク化

・地区社会福祉協議会連絡会

年3回程度、各地区の取り組みや情報共有を行っている。

・圏域会議 地域包括支援センター、市（介護予防支援室、保健医療課など）

毎月もしくは隔月で情報共有・地域課題の話し合い等の会議を実施。

・通所介護事業所有志の会 研修会

生活支援コーディネーターの活動の地域資源の紹介を行っている。

・桑名市健康推進員勉強会

令和4年度初めて、桑名市健康推進員との勉強会に参加。

交流することで、お互いの地域活動や社会資源の把握など理解が深まった。

・まちづくり協議会

必要に応じて出席し、設立に協力している

・生活支援コーディネーター会議

生活支援コーディネーター、介護予防支援室等と毎月定例会
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健康推進員との勉強会



「協議体」の設置
野田まちづくり協議会

七和まちづくり協議会深谷まちづくり協議会 長島北部まちづくり協議会

大和まちづくり協議会

2022/01/10 野田まちづくり設立準備委員会による
「手伝い隊＠野田」の住民・会員向け運用説明会

2022/03/23 大和地区まちづくり協議会設立準備委員会
高齢者サポーター養成講座 認知症サポーター養成講座

2022/11/03 七和まちづくり協議会設立総会記念 秋祭り

2022/03/26

長島北部地区まちづくり協議会設立準備委員会
ウォークラリー

2021/09 深谷まちづくり協議会設立準備委員会
豆腐の移動販売
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地域住民に対する普及啓発

桑名市地区社会福祉協議会連絡協議会

・年３回程度桑名市地区社会福祉協議会連絡
協議会を開催。

・令和4年度は各地区社会福祉協議会にコロナ
禍における現状把握のためアンケートを実施。
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らいむの丘視察研修

子どもたちに、高齢者・障害者への理解が進
むように、自治会と共同で、小学生に対する
高齢者疑似体験を通じて、福祉教育や

障害者団体の方と共同し、車いす体験教室を
行っています。

小学生の高齢者疑似体験



北部西圏域

（筒尾地区・松ノ木地区・

大山田地区・野田地区・

藤が丘地区・星見ヶ丘地区・

新西方地区・多度地区） 北部東圏域

（深谷地区・大和地区・長島地区）

東部圏域

（精義地区・立教地区・

城東地区・修徳地区・大成地区）

全域・統括

西部圏域

（桑部地区・在良地区・

七和地区・久米地区）

南部圏域

（日進地区・益世地区・城南地区）

生活支援コーディネーターの配置

森

小澤

山中

伊藤

市川

小柳
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